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１．はじめに

　家族関係をめぐって日本では大きな変化が起こっている。これまで家族の授業を行うと，「サザエさん」が日

本の家族の象徴として挙げられ，夫婦に子どもが二人いるのがごく普通であるというイメージをもつ生徒が多

かったが，現代は，家族の形態や機能が多様化している。平成27年4月の厚生労働省の報告によると，25年間で

母子家庭は1.5倍，父子家庭は1.3倍増加している。また，少子化や子どもの貧困の連鎖が大きな社会問題となっ

ており，虐待事件が増加している一方，「イクメン」という言葉が出てきたように男性の育児参加が積極的に

なってきた面もある。

　様々な家庭環境のもとにある児童生徒に対して，自分の家族や育ちについて話題にすることは，非常にデリ

ケートなことであり，学校現場では，深く踏み込んでいくことに躊躇しているのが実際である。しかし，これか

ら社会を支えていく役割を担う子どもたちに対して，家族について向き合わないわけにはいかない。家庭科だか

らできる授業があるのではないかと考え，平成19年よりOPGEや総合的道徳プログラム推進プロジェクトの助

成を受け，教材・授業開発に取り組んできた。

　その成果として，家族の学習に児童・生徒が命の大切さや男女平等といった道徳的価値を自ら学びとれる視聴

覚教材「あっくんおおきくなぁれ」（以後DVD教材と記す）を開発した。DVD教材を用いて附属A小学校では

「家族のありのままの感情を知り，家族と自分の成長を見つめなおす学習」，附属B中学校では「新しい命を迎え

る家族からジェンダー意識に気づく授業」を行ってきた。DVD教材の開発にあたっては，小中高と異なった立

場で繰り返し学ぶことによって，各発達段階における学びをスパイラル状に繋げることをめざした。今年度，附

属A小学校，B中学校で学んできた生徒が附属C高校に入学した。そこで，本研究では附属学校の特性をいか

し，同じDVD教材を用いた授業を小学校・中学校と繰り返し受けてきた生徒の学びを追跡することにした。

２．目的

　高校1年生段階における自分の将来の家族に関する考え方を明らかにすること，また，小・中学校で同じ

DVD教材を用いた授業を受け，繰り返し学んできた生徒の学びを追跡することを通して，高校段階で行う授業

を提案することを本研究の目的とした。

３．方法

　附属C高校1年生生徒120名を対象とし，アンケート調査を2種類行った。調査時期は，平成27年6月とした。

　（1）既習事項の確認として，小・中学校学習指導要領における家族と家庭生活領域の内容のタイトルを提示

し，覚えているか否か5段階評価と自由記述欄を設けたアンケート調査（資料1）を実施して教材及び授業の印
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象について評価をした。

　（2）性別や現在の家族の基礎情報と，将来の家族に関する意識調査（資料2）を行った。

　また，視聴覚教材を用いた授業を小・中と受けてきた生徒11名（男子3名，女子7名，以下追跡者と記す）を

対象に15分程度のインタビュー調査を実施し，考察の補足データとして用いた。

４．分析

　（1）について，5段階評価に関して全体（120人），追跡者（11人），その他（109人）の人数を明らかにした。

また，自由記述の数，内容について分析した。

　（2）について，①結婚 ②家事 ③子供 ④労働の4項目について検討を行った。大学生に対する「家族」に関

する意識調査アンケート（大辻，2009）結果との比較及び追跡者（男= 4人，女= 7人）とその他（男=43人，

女=66人）との比較を行った。

５．結果

（1）既習事項の確認アンケート調査

　今回調査した生徒の基礎情報については，表1に示す。小学校で印象に残った学習内容について，結果から抜

粋したものを図1に示す。このデータについては回答した実人数で表示し，生徒の半数にあたる位置にラインを

入れた。①から⑤の項目において，覚えていないと回答した生徒の割合が62％から85％であった。附属C高校の

特徴として，海外で小学校時代を過ごした生徒が20％いて，未記入という回答が多くみられた。追跡者とその他

との比較では，有意な差はなかったが，小中と繰り返し学んだ生徒には覚えていないという回答が多くみられた。

　中学校で印象に残った学習内容について，小学校と比較すると，覚えてないと回答した生徒が最大で62％で

あった。半数以上の生徒が覚えていると回答した項目は，家族や幼児の発達に関するものであった。追跡者とそ

の他との比較においては，有意な差はなかったが，幼児の発達と成長の特徴について覚えていると回答する生徒

が多かった（図2）。

　自由記述について，全体約30％前後の生徒が記述をし，その総数は，小学校内容で50，中学校内容で103で

あった（表2）。記述の内容は主に①DVD教材に関して②家族保育に関して ③衣食住に関する実習・実技 ④そ

の他の4つのカテゴリーにわけられた。追跡者は，小学校内容について自由記述をする者が一人もいなかった。

表3には，中学校のDVDに関する記述の具体を示す。中学校では，DVDに関する記述が，実習実技に関する

回答と同じ程度の割合で出現した（図3）。

図１　小学校の結果（抜粋）

表１　基礎情報
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　このアンケートは，家族と家庭生活領域に関する回答を求めていたのだが，小学校では，調理や裁縫，掃除と

いった実習や実技に関する回答が多くあがってきた。追跡者には，小学校で親子ゲストを招いた授業を行ってい

たので，その印象が残っていると予想していたのだが，出てこなかった。小学校で学習した内容の印象は薄く

なっていることが明らかとなった。一方，DVD教材に関しては，実習実技と同程度の印象があったので，一定

の効果が確認できた。このアンケートだけでは，学習効果の検討を行うには不十分であった。

（2）家族に関するアンケート調査

　はじめに，大辻（2009）の行った調査は，対象が全国の大学生1135人（男= 526人，女 = 600人，不明= 9人），

調査時期は平成21年12月～平成22年1月，調査機関はNPO法人ドットジェーピーであった。この結果と比較検

討を行った。

　結婚したいかについては，高校生全体では「はい」が68.5％，「いいえ」が7.5％，「わからない，答えたくな

い」が24.2％であり，大学生と比較すると「はい」が少なく，「わからない，答えたくない」の回答が多い傾向

があった。小中と繰り返し学んだ生徒に着目すると，男子は75.0％，女子は100％で「はい」と回答しており，

有意差はなかったが，結婚したいと考える傾向があった（図4）。

　家事をしたいかについては，高校生全体では，「はい」が53.3％，「いいえ」が25.0％，「無回答」が21.7％であ

り，大学生と比較すると「はい」が少ない傾向があった。小中と繰り返し学んだ生徒に着目すると，女子が

85.7％で「はい」と回答しており，有意差はなかったが，女子生徒が家事に意欲がある傾向があった（図5）。

　子どもがほしいと思うかについては，高校生全体では「思う，やや思う」が71.7％，「思わない，あまり思わ

ない」が6.6％，「答えたくない，記入なし」が21.7％であり，大学生と比較すると「答えたくない，記入なし」

の回答が有意に多くあった。小中と繰り返し学んだ生徒に着目すると，男子は75％，女子は100％で「思う，や

や思う」と回答しており，子どもを儲けたいと思う傾向があった（図6）。

　子どもが生まれた後も働きたいかという質問には，追跡者以外の女子は「はい」が48.5％，「いいえ」が15.2％

であり，大学生女子と比較すると「はい」が少なく，「いいえ」が多い傾向がみられた。小中と繰り返し学んだ

生徒に着目すると，男女ともに100％が「働きたい」と回答していた（図7）。

　総じて，大学生と比較すると「はい」「思う」が少なく，「答えたくない，わからない，記入なし」が多かった。

図２　中学生の結果（抜粋）

表２　自由記述の人数と件数

図３　追跡者の自由記述の内容

表３　DVD教材に関する記述の具体
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この背景を考えると，暮らしの違いがあると考えられた。今回の調査では，対象の大学生の4割が一人暮らしを

していた一方，高校生はほとんどが親と同居であった。よって，一人暮らし経験がなく，労働の経験もないの

で，高校生である現段階で，将来の結婚や家事，子どもについて具体的なイメージをもって考えることができな

かったことが示唆される。

　繰り返し学んだ生徒の結果は，「結婚」「子育て」「家事」「子育てと仕事の両立」に関して意欲的であった。特

に，女子生徒はその傾向が強く出ていた。調査対象の数が少ないため，結論付けることができないが，研究対象

生徒は，小学校で自分の家族について振り返り，中学校でジェンダー視点をもち自分の将来の生活を考えること

を学んできた。授業のめあてはそれぞれ異なるが，同じDVD教材に登場する家族を一例にした学習を繰り返す

ことによって家族・家庭を作っていくイメージが身近にとらえられ，自分の将来のことを具体的に考えられるよ

うになることが予想された。また，ジェンダー視点の学習を行ったことにより，女子生徒が子育てと家事と仕事

の両立に対して前向きにとらえていることも考えられた。この点については，家庭環境等他の要因との検討が必

要であり，今後の課題となった。

（3）インタビュー結果

　既習事項アンケートで覚えていない，および自由記述がなかった生徒を対象とした。授業の印象を尋ねると，

展覧会の作品作りや味噌づくり等の実技をともなうものの回答が多く，既習事項アンケートの結果と同様であっ

たが，家族に関する授業について語る生徒がいた。小学校と中学校で見た登場人物，内容が違ったという回答や

記憶が混同している回答が得られた。既習事項アンケートの結果からも教材の印象は残っているが，内容がその

まま伝わっているとは限らないことがわかった（図8）。

問12．あなたは結婚したいと思いますか？（高校1年6月） 問13．将来，あなたは家事をしたいですか？（高校1年6月）

問14．あなたは将来子供が欲しいと思いますか？（高校1年6月）

図４　結婚 図５　家事

問16．子供が生まれた後も働きたいと思いますか？（高校1年6月）

図６　子供 図７　労働
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　しかし，小学校と中学校の授業のめあては異なってい

たのだが，それぞれのめあてを受け取り理解しているこ

とがわかった。小学校と中学校において，教材に対して

新鮮な気持ちをもって学習できること，また，教材はめ

あてに合わせて使うことが可能で，さらに同じ教材を使

用することで生徒は関連づけて受け止めることができ，

別のめあての授業であっても同じ教材を使うことで，ス

パイラルな学びができていることが再確認できた。

６．考察と今後の課題

　開発したDVD教材を用いて，小・中と繰り返し学ぶ

ことで，具体的に将来のことをイメージできるようにな

ると考えられた。よって高校段階でも本教材を用いて繰

り返し学習することが必要である。調査結果より，消費

者教育，生活設計の視点を入れていくことで，より現実

的に自分の将来を考えることができるのではないだろう

かと考えた。高校段階では，DVDを視聴することで現

代の一家族の結婚，出産，育児を知るだけでなく，その

他のライフイベントを知り，経済的な視点から生涯にわ

たるくらしを具体的に学ぶ必要がある。多種多様なライ

フスタイルがあることを知り，自分らしく生きること，自分にとっての幸せなくらしと家族のかたちとはどのよ

うなものであるかを考える。またDVD教材の中のコンテンツでも，人的資源の活用場面をとりいれたシーンが

あるので，ここから金銭面資源，社会的支援や仕組み等にふれる。十人十色の価値観があることを認めつつ，社

会にとって有益であることがどうであるか考慮しながら，「自分にとっての幸せなくらし」がどのようなものであ

るか，そのためにはどのような社会の仕組みがあるのかといった将来の家族を作った時の実生活をイメージし，

それを具現化するために必要な事柄について学習する，このような授業を提案したい。授業の展開を図9に示す。

図９　高校の授業案　展開

図８　インタビューの詳細
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　今後は，この授業を行った後，再度家族に関するアンケート調査を行い，意識の変容について検討する。ま

た，本研究では，小・中と繰り返し学んだ生徒のサンプル数が少なかったため，学びが深まる傾向がでていた

が，学習効果の結論づけができなかった。そこで，他の附属高校の調査結果の分析を合わせて，再検討したい。
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